
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～みんなで災害にそなえよう～ 

写真提供：濱砂さん 



川東町住民の皆様へ                 

災害はいつ起こるか分かりません。 

想定外の災害、何十年に一度の災害と最近よく耳にしますが、実際このよう

な規模の災害はすでに身近なものとなっており、線状降水帯による短時間で

の局地的な大雨や台風は各地で甚大な被害をもたらしています。地震では広

範囲に大きな被害が想定されている南海トラフ地震も数十年以内に起こると

言われています。 

日頃からどのような備えをすべきなのかなど、災害に際して自分の身は自

分で守ることはもちろん、家族の安全も守れるといった、命を守る行動をとる

手助けができるよう、地区防災計画として川東町防災マップを作成しました。 

本誌が皆様のお役に立てれば、幸いです。     令和５年４月 

 

 

 

 災害から身を守るためには事前の準備がポイントになります。 

そのため、まずは冊子を見てしっかり勉強してください。 

その次に以下の３つの避難に関する対策を実施するようにお願いします。 



 

避難先の考え方について      ・・・・・・・・・・・・・・・・P１ 

想定される地震・津波について 

１．南海トラフ地震の想定・・・・・・・・・・・・・・・P２ 

２．地震発生時に命を守る基本行動・・・・・・・・・・・P２ 

３．南海トラフ地震での川東町の津波浸水想定・・・・・・P３ 

４．津波から命を守る３つの避難行動・・・・・・・・・・P４ 

想定される風水害（雨・風による災害）について 

１．想定最大規模の降雨による夙川の洪水浸水想定・・・・P５ 

２．洪水からの避難行動・・・・・・・・・・・・・・・・P６ 

３．想定最大規模の台風による高潮浸水想定・・・・・・・P７ 

４．高潮からの避難行動・・・・・・・・・・・・・・・・P８ 

防災コラム～避難のポイント～・・・・・・・・・・・・・P９ 

日頃の備えについて 

１．家具の転倒防止対策や配置の工夫・・・・・・・・・・P10 

２．地震発生時の出火防止対策・・・・・・・・・・・・・P10 

３．備蓄品の準備・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P11 

４．非常持出品の準備・・・・・・・・・・・・・・・・・P12 

５．情報収集手段の確認・・・・・・・・・・・・・・・・P13 

川東町の防災体制 

１．災害時の活動・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P14 

２．地域の井戸・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P15 

３．地域の防災倉庫・・・・・・・・・・・・・・・・・・P16 

 

マイ避難プラン・いざという時の連絡先・・・・・・・・・背表紙 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難所 
長期的開設 

（被害が甚大な場合） 
一時的開設 

（台風接近時等） 
津波避難ビル AED ペット 

浜脇小学校 ○ ○   ○ 

香櫨園小学校 ○ ○   ○ 

県立西宮香風高等学校 ○ ○   ○ 

浜脇中学校 ○    ○ 

教育文化センター ○    × 

市庭市民館 ○    ○ 

夙東市民館 ○    ○ 

香櫨園市民センター ○    ○ 

安全な場所にある親戚・知人宅・ホテルは見知らぬ人と避難生活を送るよりも、安心し

て過ごすことができますし、感染防止の観点からも良いとされています。 

 

・事前に避難させてもらえるか相談しておく 

・事前に避難できそうなホテルを探しておく 

身の安全を守るための一時的な避難先となります。また、津波だけではなく、洪水や

高潮からの避難でも利用することができます。（警戒レベル４、避難指示以上） 

 

・災害の危険が収まれば、自宅や避難所など別の場所に移動する必要がある 

 

地震等の被害が甚大な場合（大災害時）は、原則すべての避難所が開設され、 

長期的な避難生活を送ることができます。 

また、一部の避難所は、台風接近時等に、一時的に開設される場合もあります。 

 

・長期的な避難生活を送る場合は、避難者全員が協力して避難所の運営を行う 

・台風接近時等は、開設状況を確認してから避難 

自宅が安全なら無理に避難する必要はありません。 

 

・事前の災害リスクの確認 

・事前の７日分の備蓄品の準備 

次ページから各災害について、またその災害から身を守るための備えや避難行動について

掲載していきます。その前に避難先の候補やポイントを知ることで、次ページ以降の避難

先を考えやすくなります。 

※避難所が一時的開設される場合は原則、浜脇小学校が最初に開設されます。 

 

※近くの避難所以外の開設されている避難所に避難することもできます。 

 
※人とペットの避難スペースは別（原則屋外）になります。 
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※南海トラフ地震ほどの発生確率ではないですが、 

最大震度７の直下型地震も想定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●大型家具からなるべく離れる。 

●揺れが収まったら、戸やドアを開けて逃げ道を確保。 

●慌てて外に飛び出さない。 

●エレベーターは使わない。もし乗っていたら階数ボタンを 

全部押し、停止した階で降りる。 

●ブロック塀や石塀、電柱や自動販売機などから離れる。 

●カバンなどで頭を保護し、できるだけ建物から離れる。 

●切れた電線には絶対に触らない。 

 
「３分で分かる２種類の地震」 

動画で詳しく学べます！ 
 
「地震発生から生き延びるコツ」 

動画で詳しく学べます！ 

今後３０年以内に発生する確率は、 

７０～８０％と予想されています。 

また、震度は６弱が想定されています。 

●徐々にスピードを緩め、道路の左側に停車する。 

●揺れが収まるまでは慌てて車外に出ず、ラジオなどで地震情報を得る。 

●車から離れるときはドアをロックせず、キーはつけたままにする。（エンジンは切る） 
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西宮市防災マップ 津波ハザードマップ全市域版より抜粋 

予想される津波の浸水深 

当地域は、おおよそ１ｍまでの浸水が想定されています。 

地震発生から１１２分後に西宮市に津波が到達する想定ですので、

落ち着いて避難行動を取るようにしましょう。 

 

夙
川 

 鳴尾御影線（避難目標） 

避難可能人数（R４年 12 月現在） 

970 人 

50 人 
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自分がいる場所・状況に応じた避難方法を選択しましょう！ 

川東町の基本的な避難の考え方（津波警報や避難指示が出た場合） 

①水平避難できる方は、鳴尾御影線より北へ避難 

②教育文化センター、ファミーユ香枦園等、近くの津波避難ビルの３階以上へ 

③すでに堅牢な建物の３階以上にいる場合は、その場にとどまる 

 

まずは命を守るための避難行動をとるようにしましょう。 

 

 
「３分で分かる 津波から命を守る３つの行動」 

動画で詳しく学べます！ 

 
川東町近辺では阪神電車

より北の道路です 
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夙川流域への極めて急激な大雨（想定最大規模：下図参照）の際に、夙川の洪水が発

生する可能性があります。 

当地域は最大で１階浸水(浸水継続時間は 12時間未満)の想定 

西宮市防災マップ 洪水ハザードマップ南部地域【夙川】より抜粋 
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避難を助ける情報について 

●災害発生の危険が高まった場合、市から避難情報が発令されます。 

●「避難情報」が発令されたら、早めの行動を！ 

川東町の基本的な避難の考え方（夙川洪水） 

急激な大雨が原因のため、既に外が危険な状態になっている可能性が高く、 

外出しての移動や避難が危険となります。 

①滞在可なら、「在宅避難」つまり自宅等のなるべく上階に避難。 

②滞在不可なら、最寄りの高い建物（知人宅等）に避難。 

 

 
動画で詳しく学べます！ 

※避難情報等の情報収集手段 →P13参照 

※避難情報は災害の種類ごとに出されます。当地域は、土砂災害区域等には 

該当しませんので、土砂災害の避難情報で慌てて避難する必要はありません。 

「３分で分かる 避難情報」 

右の囲いがかかっている 

かかっていない場合 

１ 

２ 

※家屋の倒壊のおそれ 

があるため 
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高潮は、主に次の３つの要因で発生します。 

①気圧低下（台風）による海面の上昇 

②風で押し寄せる波 

③満潮時間との重なり 

その時々の状況に応じて高潮の規模は大きく変動します。 

台風は、夏から秋ごろにかけて日本に接近しますので、その時期は、最新の台風情報等

に注意してください。 

 

 

 

台風や発達した低気圧が接近した際に、高潮が発生する可能性があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当地域は最大で２階浸水 

西宮市防災マップ 高潮ハザードマップより抜粋 

 夙
川 
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屋根：めくれたり、壊れていないか確認する！ 

外壁：亀裂などは早めに補修しておく！ 

窓ガラス：シャッターや雨戸がちゃんとしまるか確認する！ 

なければ、ガラス飛散防止のためカーテンを閉めておく！ 

（ガラス飛散防止フィルムを貼っておく） 

ベランダ：物干し竿など飛びやすいものは室内へ移動する！ 

側溝・雨どい：ゴミや土砂を取り除き、水はけを良くする！ 

台風接近時には、強風に対する警戒も必要になります。 

気象情報に注意し、台風接近時には、必要な対策を忘れずに行いましょう。 

川東町の基本的な避難の考え方（高潮） 

●滞在可であれば、「在宅避難」つまり自宅等のなるべく上階に避難することも可。 

●滞在不可または滞在可でも早めの避難が可能であれば、立ち退き避難。 

①早めに浸水想定区域外や、安全を確保できる親戚・知人宅・ホテルへ避難。 

②それが難しい場合は、津波避難ビルなどへ避難。 

 

その時々の状況によって高潮の規模は大きく変動します。避難の判断にもつながる 

ので、台風が近づいてきたら最新の情報を取るようにしましょう。 
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災害時の車での避難で気を付ける３つのポイント 

 

・地震発生直後は渋滞に巻き込まれる可能性があるため、車で避難しない。 

 ・大雨や台風の場合、接近前の早い段階なら車での避難も可。 

 ・車中泊では、エコノミークラス症候群や一酸化炭素中毒に気を付ける。 

 

 防災コラム ～避難のポイント～  

大切なペットが迷子にならないためにも、普段から飼い主を探す手掛かりに

なるものをつけておくことが大切です。 

 

避難所へペットと一緒に避難する場合は、人とペットのスペースは別になり、ペットの

世話は飼い主の責任になります。ペットのための防災用品を備えましょう。 

 

動物が苦手な方、アレルギーの方もいます。お互いに気持ちよく過ごすために、マナーを守りましょう。 

 

●鑑札、迷子札、写真を用意しておきましょう 

●避難所ではペットケージ、リード、ハーネスを！ 

 

●ペットフードや水、トイレ用品を用意しておきましょう 

 

避難するときは２人以上が原則です。ロープなどで 

お互いを結んで避難するとなおよいです。 

 

既に浸水している場合は水路、溝やマンホールに注意が

必要です。棒や傘などで確認しながら避難しましょう。 

 

無理に避難するのはやめましょう。できるだけ浸水が始まる

前に避難をし、水深がひざまであるようなら自宅等のなるべ

く上階に避難することも検討しましょう。 

 

ロープで 

結んで避難 

 

履きなれた運動靴で避難 

 

棒などで 

安全を確認 
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●地震で大型家具が倒れてくると、大怪我や最悪の場合は命の危険があります。 

●予め、ホームセンター等で器具を購入し、家具を固定しておきましょう。 

●器具の取り付けが難しい場合は、家具を置く向き等だけでも工夫しましょう。 

出口を塞がない向き 寝ている場所に倒れない向き カーテンで飛散防止 

●地震発生時の火災は被害を何倍にも大きくします。 

●消火器を準備し、使い方を確認しておくなど、準備しておきましょう。 

●立ち退き避難時は、ブレーカーを落としましょう。（通電火災防止） 

 
「消火器の使い方」 

動画で詳しく学べます！ 

 動画で詳しく学べます！ → 

耐震マットなど 
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発災から数日は非常食に加え、普段食べているものも食べましょう。 

（日持ちしないので冷蔵庫の中から優先的に） 

そのためには、普段食べているものを多めに買っておき、使い切る 

前に買い足すなどの工夫をして、常に７日分の食料を確保しましょう。 

 

また、調理をする際、熱源となるカセットコンロも忘れずに 

備えておきましょう。 

 

※災害時の調理は、節水がポイントです。 

    災害食レシピはこちらから → 

 阪神淡路大震災 

1995 年 1 月 17 日 

東日本大震災 

2011 年 3 月 11 日 

電気 ２日 ６日 

水道 ３７日 ２４日 

ガス ６１日 ３４日 

品 目 備 考 

食料 

（７日分） 

インスタント・レトルト食品、缶詰、栄養補助食品、お菓子 など 

※他にも、カセットコンロ等の調理器具を備えていれば、 

普段食べているほとんどのものが備蓄食になります。 

飲料水 

（７日分） 

大人１人当たり１日３リットル（水だけではなく、野菜ジュース、

スポーツドリンクなど好きな飲み物も込みで） 

トイレ用品 トイレ袋、トイレットペーパー、汚物保管容器 

燃 料 カセットコンロ、ガスボンベ、固形燃料、電池 など 

その他 

モバイルバッテリー、ランタン、懐中電灯、ウェットティッシュ、

ラジオ、毛布、寝袋、食品用ラップフィルム、衛生用品、 

ポリタンク（生活用水を入れて備蓄しておく） など 

災害時、支援物資はすぐには行き渡りませんし、ライフラインの寸断も考えられます。 

食料と飲料水は、７日分準備しておくことが推奨されています。 

 

 参考～ライフライン復旧の目安 

ライフラインが９割程度復旧するまでの日数 

（参考：「一般財団法人日本気象協会 HP トクする防災」より） 

 
「ポリ袋調理を教えます！」 

動画で詳しく学べます！ 

復旧は 電気＞水道＞ガス 

の順番 
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※ 自分や家族の状況に応じて必要な物は変わってきます。 

世帯事情に応じたオリジナルの非常持出品を備えておきましょう。 

 

例：持病のある方は常備薬やお薬手帳を備えておきましょう。 

 

 

 

 

賞味期限切れになっていないか 

ライトやラジオの電池は切れていないか 

物品が不足していないか   などを確認！ 

 

 

 

 

 

 

●立ち退き避難する場合に備えて、非常持出品を準備しましょう。 

最低限必要な、飲食料、衣類、感染防止品などは必ず持参。 

 

 

 

  定期的に点検を行いましょう  

 
「５分で分かる 災害時の非常持出品」 

動画で詳しく学べます！ 
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●災害時には複数の手段で情報が得られるよう、日頃から使い慣れておきましょう。 

 
「５分で分かる 災害時の情報収集」 

動画で詳しく学べます！ 

災害時専用電話 

地震・津波・洪水・高潮及び土砂災害等により発生した 

災害に関する情報はこちらへ 
0798-35-3456 

ホームページ ポータル 
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現状このような組織はできていませんが、大災害に備えて、組織づくりをしていき

ます。大災害時は役員だけではなく、避難所に集まった方々と共に組織、体制を確

立しますので、皆様ご協力をお願いいたします。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ｖｚｚ   

  

 ●声掛けをして回り、町内の被害状況を収集、伝達する 

 ●地域住民への災害防止広報  

 ●外部とのやり取り、調整 

  ※火災発生や負傷者の情報、高齢者等の安否確認などを中心に 

  ※その他、住民の皆様からの積極的な情報提供もお願いします。 

   

   

  

 ●ガス漏れや電気火災への注意喚起の呼びかけ 

  ※避難の際には必ずブレーカーオフ（通電火災防止） 

 ●消火器などで初期消火活動 

  ※消防（１１９）への通報 

  
自主防災組織の編成 

  

川東町自治会自主防災会では大災害に備えて、様々なことに取り組みたいと考

えています。ただ、大災害を乗り切るためには、住民の皆様の助け合いが不可

欠です。いざというときに、自分自身や大切な人を守るためにも、日ごろから

当地域の防災訓練や地域活動に積極的に参加してください。 

 

  情報班 

消火班 

自主防災部隊図 
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 ●防災資機材を出し、活動の準備 

 ●情報班からの情報に基づき、救出に出動 

  ※救出活動等、若くて力のある人は、是非協力してください。 

●救護用品を準備する 

 ●負傷者に応急手当（骨折の固定や、止血、負傷部位の被覆など） 

 ●重傷者を病院に搬送 

 

 

 

 ●避難路の安全を確認したうえで、避難路を誘導  

 ●人員の点呼 

 

 

  

 ●他の団体と連携して食料の確保の準備をする 

●炊出しの実施 

  ※日頃から各家庭で最低７日分の備蓄もお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
救出救護班 

  給食給水班 

  避難誘導班 

災害時に水はとても重要です。川東町では災害時に水を提供することができる井戸が

あります。ただ、停電などで使えない可能性もあるため、しっかりと自分でも用意して

おきましょう。 

水質検査は行っていないため、飲むには適しません。 

水はモーターでくみ上げているため、停電時は利用できません。 

水を運ぶためのポリタンクや台車を用意して置きましょう。 

建
石
筋 

 
井戸 

（マンション川東内） 
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川東町自治会自主防災会では、防災倉庫を管理しています。 

災害時には、住民の皆様と一緒に活用したいと考えていますので、倉庫の場所

や、資機材についてご紹介します。 

保管されている資機材は、多くはありません。 

各家庭で備えられるものは、各家庭で備えておきましょう！ 

例：防災ヘルメット、懐中電灯、救急用品など 

防災倉庫 

翠橋（みどりばし） 
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災害 避難行動 

南海トラフ地震 

津波 

避難場所          タイミング 

□ 在宅避難         ※津波警報・大津波警報、避難指示 

□ その他（        ）   

夙川洪水 

避難場所          タイミング 

□ 在宅避難           □ 高齢者等避難までに（警戒レベル３） 

□ その他（          ） □ 避難指示までに（警戒レベル４） 

高潮 

避難場所          タイミング 

□ 在宅避難           □ 高齢者等避難までに（警戒レベル３） 

□ その他（          ） □ 避難指示までに（警戒レベル４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※災害用伝言ダイヤルは固定電話だけではなく、お手持ちのケータイ・スマートフォンでも使用可能です。 

（局番なし）１１０ 

（局番なし）１１９ 

災害時には電話がつながりにくくなります。「災害用伝言ダイヤル１７１」

に電話をかけるとガイダンスが流れ、ガイダンスに沿って伝言の録音や再生

ができます。 

 


